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は じ め に

貝塚市は、北は波静かな大阪湾に面 し、南を緑豊かな和泉山脈に接 し、風光

明媚な自然環境 に恵 まれた地域であ ります。その自然環境 の良 さか ら、市内 に

は数千年 にわたる数多 くの遺跡が育 まれて きま した。

これ らは貴重 な歴史的資料であり、次の時代 に伝 えるため保護保存 を講 じる

ことは、現在 に生 きる私達 に与え られた義務 で もあ ります。

しか し、近年の都市化の波 による各種開発の多発状況 はこれ らの文化財を破

壊 の危機 にさらしているのも事実であり、本市 にとって も開発 と文化財保護 と

の調和 が大 きな課題 となっています。

今回の調査 もこうした開発行為 に伴 う事前調査であ りますが、幾多の成果を

得 ることができま したので、 ここに平成元年度 中に実施 しま した埋蔵文化財緊

急発掘調査結果 の一部を報告 いた します。本書 が今後の文化財の保護保存 に活

用 され、また考古学研究の一資料 として役立てば幸いかと存 じます。

なお、調葦 にあたり地元 の方々をはじめ関係者各位 には多大なご協力、 ご理

解を頂 き厚 く感謝の意を表す次第であ ります。

平成2年3月

貝塚市教育委員会

教育長 岡 ・根 和 雄



例 言

1.本 書 は貝塚市教育委員会が平成元年度 に国庫補助金 を受 けて実施 しだ、貝

塚市域における緊急発掘調査結果の うち、石才南遺跡、沢遺跡の発掘調査 に

かかる結果の概要報告書である。

なお、今回昭和63年 度実施分 にっいて も、整理 の都合か ら一部を本書 に合

わせて掲載 した。

2.発 掘調査 は貝塚市教育委員会社会教育課、前川浩一が担 当 した。

また、現場調査及び本書作成にあたる諸作業 については下記の諸氏 の参加

を得て実施 したものである。

櫟 佐枝子 上東 束 岸本由紀子 下 中 良仁

田代 自子 中井 達哉 中辻 澄子 南 昇

3.本 書の執筆、編集 は前川が行 った。
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1石 才 南遺跡 の調査

1.位 置 と環境(図2)

調査を実施 したのは、貝塚市の西部に位置する石才南遺跡の一角である。

石才南遺跡は、貝塚市の中央を縦断する近木川右岸の段丘上に位置し、東西約300m、

南北約250mの 範囲に広がる縄文時代～近世にかけての集落である。海抜は約26～30mを

測る。

周辺には、弥生時代の集落跡が予想される新井 ノ池遺跡、室町時代の墓地跡である橋本

遺跡、弥生時代～古墳時代の散布地である河池遺跡、奈良時代～平安時代の集落跡である

清児遺跡、弥生時代～平安時代の集落跡 と思われる名越西遺跡が存在 し、古 くか らの人々

の活動が伺える地域である。

今回の調査地は遺跡地内の西部にあたり、海抜約30mを 測る地点、麻生中447番 地他で

ある。本調査地は、昭和63年度の調査により弥生時代の溝を検出した地点に接 し、また弥

図2石 才南遺跡調査位置図

1一



生時代～古墳時代の多数の遺構を検出した府道貝塚中央線内調査地区にも近接 しており、

当初よりこれ らの時代の遺構が検出されることが予想された。

2.調 査 の概要(図3)

開発計画に基づき、調査地内南側に東西約30m、 南北2.5～10mのL字 状の調査区を設

定 し調査を行った。また、調査地内北側に5ケ 所のグリットを設け土層等の確認を行った。

調査地内における基本層序は耕作土(約0.15m)の 下に、淡茶褐色土第2層(約0.1m)、

茶褐色粘質土第3層(約0,2m)が 堆積 し、地山である黄褐色粘土が堆積する。地山 は南

側が高 く、T.P.29.7mを 測 り、北側ではT.P.29.4mと 南～北に向かって低 くなっ

ている。

遺構 は地山面、第3層 上面にて検出 したが、今回はトレンチ調査区検出のものについて

概要を示す。

3.検 出遺 構(図4)

トレンチ調査区においての調査では、竪穴住居1、 土砿3、 溝2、 柱穴5、 性格不明遺

構2を 検出 した。本調査区の地山は トレンチの東西に伸びる部分では、第2層 を除去 した

状態で検出され、ほとんどの遺構はこの地山面上にて検出した。また東側の南北に伸びる

部分では、第3層 上面にて竪穴住居を検出している。

以下検出遺構の主なものの概略を示す。

竪穴住居SB-1(図5)

本住居は調査区東側にて検出した竪穴住居である。平面プランは隅丸方形を呈 し、一隅

が調査区外へ広がるため全体の規模は不明確だが、検出部分では4.7×4.1mを 測る。

周溝 は幅約0.15mを 測 り、南東隅及び東側にて検出 した。柱穴は3基 検出し、平面 プ

ランは円形、不整形を呈 し、掘方径0.3～0.451n、 柱当径約0.1m、 深さ0.1～0.18mを

測る。SD-2に 削平されているため、4基 目は検出されなかったが、他の柱穴の配置か

ら4本 柱であったものと思われる。

確認面か らの壁高は、0.03～0.13mを 測り、遺存状態 は不良である。

遺物 は大部分が埋土中からの出土であり、床面に甕が1点 残存するのみである。また、

本住居跡を切 り存在する溝SD-2は 、埋土中より出土 した須恵器杯が本住居出土遺物 と

接合 し、また、本住居跡と同時期の遺物以外全 く出土せず、 これらの遺物の大部分は本柱
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図3調 査地概略図
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居跡の遺物であると思われる。SD-2自 体は近現代の耕作用の配水溝と思われる。

土拡SK-1

本遺構は調査区西端にて検出した土琺である。調査区外へ広がるため全体の規模は不明

図4遺 構配置図
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だが、平面プランは長楕円形を呈 し、検出長軸約2 .6m、 短軸約0.9m、 深 さ約0.1mを

測る。埋土は茶褐色土である。遺物は弥生土器、須恵器器台片が出土 した。

性格不明遺構SX-1

本遺構は調査区西端、SK-1北 側にて検出した性格不明遺構である。SK-1や 柱穴

により切 られており全体の規模は不明だが平面プラン不整形を呈 し、検出長軸約1.3m、

1.暗 茶褐色土

2.淡 茶色土

3.赤 褐 色土

図5竪 穴住居SB-1

0 10m一
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短軸約0.7m、 深さ約0.14mを 測る。埋土は暗茶褐色土である。遺物 は弥生土器、須恵

器片が出土 した。

4.出 土 遺 物

調 査 で は弥 生 土 器 、 須 恵 器 、 土 師 器 、 石 器 、 サ ヌ カ イ ト片 等 が 出土 した。

(1)土 器

竪 穴 住 居SB-1(図6、7、8)

1は 弥 生土 器 広 口壷 で あ る。 復 元 口径 約18.8cmを 測 る。 外面 に は縦 位 ハ ケ を施 す 。

2は 壺 口縁 部 で あ る。 復 元 口径 約15.2cmを 測 る。

3～5は 甕 で あ る。3は 口縁 部 か ら体 部 に か け て の破 片 で あ る 。 復 元 口 径 約23.3cmを

測 る。 頸 部 の くび れ は弱 く、 外 面 に は縦 位 ハ ケ、 内面 は口縁 部 に て横 位 ハ ケ、 体 部 に て縦

位 ケ ズ リを施 す。 接 合 痕 が は っ き り残 る。4、5は 底 部片 で あ る。 外 面 に タ タキ を施 す。

6、7は 壷 底 部 で あ る。8は 台 部 で あ る。

9～14は 須 恵 器 で あ る。

9～11は 杯 蓋 で あ る。 復 元 口径 約11.7～13.7c皿 を測 る。 口縁 部 は9が や や 内 傾 し、10

は外 傾 し、11は 直 下 に下 る。 内外 面 共 に 回転 ナ デ を施 し、9は 天 井 部 外 面 に回 転 ヘ ラ ケ ズ

リを施 す 。9、10共 に稜 は純 い 。

12、13は 高 杯 脚 部 片 で あ る。12は ス カ シ孔2個 、13は ス カ シ孔1個 残 存 す る。 内外 面 共

に回 転 ナ デ を施 す。

14は 壼 で あ る。 復元 口径13.7cmを 測 り、 内外 面共 に回転 ナ デ を施 す。

15～23はSD-2出 土 遺 物 で あ る。

15は 土 師 器 鉢 と思 わ れ る。復 元 口 径16.4cmを 測 る。 外 面 は ナ デ 、 内面 は横 位 ケ ズ リ後

ナ デを 施 す 。

16は 台 部 片 で あ る。 内 外 面 共 に強 い ナ デ を施 す 。

17、18は 土 師器 高 杯 で あ る。 共 に脚 部 と の接 合 部 で あ り ほぼ 平 らで あ る。18は 外 面 にハ

ケ を施 す。

19は 甕底 部 で あ る。 内外 面 共 に粗 い ナ デ を施 す。

20～22は 須 恵 器 蓋 杯 で あ る。20、21は 蓋 で あ る。 いず れ も天 井 部 片 で あ り、 内 面 は回 転

ナ デ、 外 面 は回 転 ヘ ラケ ズ リを施 す。20の 稜 は や や 鋭 い 。22は 杯 で あ る。復 元 口 径 約10.6

cmを 測 る。 立 ち上 が りは短 く、受 部 は細 く水平 に伸 び、 端 部 はや や鋭 い。
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図6SB-1出 土 土器
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図7SB-1出 土 土器

23は須恵器甕である。復元口径約10.8cmを 測る。外弯気味に上外方へ伸 び、外面端部

近 くに弱い凸線を1条 巡 らせる。内外面共に回転ナデを施す。

土拡SK-1(図9)

24～28は 弥生土器である。

24は甕口縁部片である。復元口径32.7cmを 測り、遺存不良 のため調整は不明。25は 壺

口縁部片である。26は 壺底部片である。外面に指頭圧痕が残る。27は 甕底部片である。底

部径4.6cmを 測る。内面はハケを施す。28は 壼底部である。復元底部径11c皿を測る。 内外

面共に遺存不良である。

29は土師器高杯である。内外面共に遺存不良のため調整は不明。

30は 須恵器器台片である。体部は内弯 し、端部付近で 「く」の字に外反する。外面 には

波状紋が2条 残 る。

性格不明遺構SX-1(図io)

31～33は 弥生土器である。

31は 壷口縁部である。32は 壷底部である。33は 甕底部である。いずれも遺存不良のたあ

調整等は不明。
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図8SD-2出 土土器

34は須恵器高杯脚部である。復元脚径12.4cmを 測 り、スカシ孔1個 のみ残存する。

(2)石 器

スクレイパー(図11)

35、36は サヌカイト製 スクレイパーと思われる。

35は両側面共に素材主要剥離面と思われ る剥離より成 り、一部側方か らの調整剥離が施

される。SD-3出 土。

36は左側面の大部分が自然面である。右側面は大 きな素材主要剥離面に上方と右側より

調整剥離が施されている。SB-1出 土。
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図9SK-1出 土土 器

一10一



図10SX-1出 土 土 器

石 鏃(図12)

37は 尖 基 無 茎 式 で あ る。 両側 面共 に側 辺 よ り調 整 剥 離 を 施 す が、 左 側 面 中 央 に は素 材 主

要剥 離 面 を残 す。 床 土 出土 。

38、39は 石 鏃 未製 品 で あ る。38は 表 採 、39はSB-1出 土 。

い ず れ もサ ヌカ イ ト製 で あ る。

磨 製 石剣(図13)

40は 磨 製石 剣 で あ る。 残 存 幅2.8cmを 測 り、 両 面 共 に弱 い稜 が残 る。 断 面 ほぼ 凸 レ ンズ

状 を呈 し、刃 部 は鋭 くな い。SB-1出 土 。

砥 石(図13)

41は 砥 石 で あ る。 残 存 長5.7cm、 幅3.5cmを 測 る。 四方 に研 磨 面 が 残 り、 右 側 面 上 方 は

割 れ て い る。SD-2出 土 。
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図11SD-3(35)、SB-1(36)出 土 石 器
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図12床 土(37)、 表 採(38)、SB-1(39)出 土 石器
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41
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図13SB-1(40)、SD-2(41)出 土 石 器
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5.ま とめ

今回は様々な条件の中での調査であったが、一応の成果が上ったものと思われる。

遺構としては、竪穴住居など古墳時代の遺構を検出 した。これらは調査地内の東、西端

にての検出であり、 トレンチ調査の制約のため、遺構規模や性格などを明確にすることは

できなか ったが、古墳時代においても本調査地が住居区となっていたことが分る。

また、調査地の北側部分には古墳時代の包含層が存在 し、従前に行 った調査結果とも考

え合わせると、北西に向かって古墳時代の包含層が圧 く堆積 していることが明らかである。

遺物としては、遺構内、包含層から弥生土器、石器等が出土 しており、後世の埋土、土

層か らの出土とはいえ、古墳時代以前の遺構が存在 していたことが伺える。更に、SB-

1出 土の磨製石剣片は本市において2例 目である。

石才南遺跡において、本市では今回を含め3度 の調査を行っている。 これらはいずれも

遺跡地マーク内の中心地か ら西側にかけての部分であるが、本地域には弥生時代か ら古墳

時代にかけての遺構、包含層が良好に遺存 している。また、府道貝塚中央線における飼大

阪府埋蔵文化財協会の調査成果も同様であり、今後、当時代の集落の広がり等を充分に明

らかにして行きたい。
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m1沢 遺跡の調査

1.位 置 と環 境(図14)

調査を実施 したのは、貝塚市西部 に位置する沢遺跡の一角である。

沢遺跡は、貝塚市をほぼ縦断す る近木川と貝塚市と泉佐野市との境をなす見出川 とのほ

ぼ中間の海抜約10mの 地点に位置 し、南北約200m、 東西約130mの 範囲に広がる弥生時

代か ら中世にかけての集落跡である。

周辺には、平安時代の寺院跡 と推定される明楽寺跡、中世城跡の沢城跡や奈良時代以降

の集落跡である澱池遺跡等が近接 して存在 しており、各時代にわたり長く人々の活動を知

ることができる地域である。

今回の調査地は遺跡地内南部にあたり、海抜約9.8mを 測る地点、貝塚市沢553番 地で

ある。

図14沢 遺跡調査位置図
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2.調 査 の概要(図15)

開発計画に基づき、調査地内西側に幅2m、 全長18mのL字 形の トレンチを設定 して調

査を進めたが、遺構の広がりを確認するため、東側に約1 .5×6mの 調査区を追加 し、前

者を第一区、後者を第2区 として調査を実施 した。調査地内の基本層序は現代耕作土(約

0.2m)、 床土(約0.1m)の 下に、層厚約0 .08～0.14mを 測る淡黄色土(第3層)、 層厚

約0.2mを 測る淡茶灰色粘質土(第4層)が 堆積 し、その下に地山となる黄色粘土を検出

した。

調査では地山面上にて溝、柱穴等を検出 した。以下、各検出遺構および出土遺物にっい

て概略を示す。

図15調 査地概略図
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3.検 出遺 構(図16)

調査では、第1区 にて溝2、 柱穴11、性格不明遺構1、 第2区 にて柱穴1、 性格不明遺

構1を 検出した。以下、第1区 について主なものを示す。

溝SD-1

本遺構は調査区ほぼ中央部にて検出した溝である。ほぼ南北方向に走り、検出幅約1～

1.7mを 測る。断面はレンズ状を呈 し、深さ約0.04～0.15mを 測り、埋土 は灰褐色粘質土

である。遺物 は須恵器杯蓋が出土 している。

溝SD-2

本遺構は調査区中央部にて検出 した溝である。 ほぼ東西方向に走るが、南に向け枝分れ

図16遺 構配置図
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している。SD-1を 切 り位置する。検出幅は東西方向にて約1 .8m、 南側部分 にて約1.2

mを 測 る。断面は レンズ状を呈 し、深さ約0.1～0 ,2mを 測る。埋土は上層は暗灰色粘土、

下層は黒褐色粘土である。遺物は上層にて須恵器、土師器、瓦器の細片が出土 したが、い

ずれも図示 し得ない。

性格不明遺構SX-1

本遺構はSD-1東 側 にて検出した性格不明遺構である。調査区におけるSD-1と の

切り合いはない。調査区外に広がるため全体の規模は不明であるが、検出長軸約1m、 幅

0.8mを 測る。断面は台形を呈 し、深さ約0.15mを 測る。埋土は第4層 と同じである。遺

物は瓦器細片が2片 出土 している。

4.出 土 遺物

遺物の大部分は第4層 か らの出土であり、他の遺構、包含層からは極少量の土器等が出

土 したのみである。

溝SD-1(図17)

42は、SD-1北 側より出土 した。須恵器杯蓋である。復元口径約10 .4c皿を測 り、高

さ約3.6cmを 測る。口縁部はほぼ直立 し、内外面共に回転ナデを施 し、天井部外面は回転

ヘラ切 り未調整である。SD-1か らはこれ1点 のみの出土である。

図17SD-1出 土土器

包含層第4層 出土土器(図18)

43、44は 瓦器椀口縁部片である。いずれ も外面には指頭圧痕が残り、44は 内面にヘラミ

ガキを施す。

45は瓦器椀口縁部片であるが、皿化 した時期のものである。復元口径約11 .6cmを 測 り、

外面は指頭圧痕、内面はヘラミガキを施す。

46～49は 瓦器椀底部片である。高台断面形 は、46は 三角形、47は 台形、48、49は 不整形

を呈す。内面調整は47は格子状、48、49は ラセン状のヘラミガキを施す。
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図18包 含層第4層 出土土器

50は 瓦 器 小 皿 で あ る。 復 元 口径 約8.2c皿 を測 る。

51、52は 土 師 器 小 皿 で あ る。51は 口縁 部 が上 方 に立 ち上 り、52は 外 方 に立 ち上 る。

上 記 以 外 に、 須 恵 器 、 土 師 器 、 瓦 器 、 瓦 の破 片 が 出 土 して い る。

包 含 層 第3層 出土 土 器(図19)

53、54は 土 師 器 小 皿 で あ る。

55は 瓦質 の羽 釜 で あ る。 復 元 口径 約23.2c皿 を測 る。

56は 須 恵器 甕 で あ る。 復 元 口径 約25,3cmを 測 り、 内、 外 面 共 に回 転 ナ デ を施 す 。

第3層 土 器 数 は第4層 に比 べ る と非 常 に少 な く、 時期 等 の詳 細 は不 明 で あ る。
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図19包 含 層第3層 出土 土器

5.ま とめ

今回の調査は、 トレンチ調査による面積的な制約のため遺構の広がり等にっいて充分な

調査を行えず、遺構の性格にっいても明確にすることが出来なかったが、一応の成果は得

られたと思われる。

遺構 としては、中世の遺構を検出している。ただ、第1区SD-1で は飛鳥時代の須恵

器杯蓋が出土 しているが、1点 のみの出土であり、溝の時期を当時期に当てはめるにはや

や問題がある。

出土遺物では、中世のものが大部分であり、遺構内のものより包含層のものの方が量的

に多く、保存状態が良好である。

調査全体か らは、検出遺構の深度が浅いこと、また、包含層か らの遺物出土量が多いこ

となどか ら、中世の終末時期前後に大幅な活動が存在 したものと思われる。

本遺跡ではこれまで数度の調査を行 っているが、中世が主な調査結果になったのは初め

てである。今回の調査地は沢遺跡の南端部であり、明楽寺跡に接 した部分にあたる。調査

成果か らも、本調査地周辺は沢遺跡の一角 として考えるよりも、明楽寺跡や沢城跡、澱池

遺跡などの中世遺構と同一視点にて捕えた方が自然な解釈が行えると思われる。今後の調

査においても、この視点に立 って調査を行い、貝塚市における海岸部付近の中世の在 り方

を明確 にしたい。
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II-2 沢遺跡の調査

1.位 置 と環 境(図20)

今回の調査地 は沢遺跡のほぼ中央に位置 し、昭和61年 度の調査にて弥生時代前期の溝が

検出された地点の南側 に接 した地点、貝塚市沢717-1他 地内である。海!友約9mを 測る。

2.調 査 の概要(図21)

開発計画に基づき、調査地内北側に2.5～7×10mのL字 状、南側に3.5×16mの 調査

区を設定 し、前者をA区 、後者をB区 とした。調査地内における基本層序は、耕作土(約

0.2m)の 下に地山である黄色粘土が堆積する。それぞれの調査区では地山面上にて、遺

構を検出した。

図20沢 遺跡調査位置図
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3.検 出遺構(図22)

今回の調査ではA区 にて柱穴17、 溝1、B区 にて柱穴1、 土拡2等 を検出した。

以下、主なものを示す。

溝SD-1

本遺構は、A区 西側にて検出した溝である。検出幅約0.7m、 深さ約0.3mを 測 る。断

面 は逆台形を呈 し、埋土は上層が淡灰色土、下層が淡黄色粘土 ブロックを含む灰褐色土で

耕作地

図21調 査地概略図
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ある。溝の方向は東南東～西北西に走る。上下層より、須恵器、土師器、瓦器、黒色土器

B類 等が出土 している。

柱穴 群

A区 のほぼ全面にて検出 しているが、規則性にやや欠け、建物等の復元はできない。掘

方径約0.27～0.38m、 柱当径約0.15～0.22mを 測る。埋土は灰褐色土である。遺物は数

ケ所の柱穴より、土師器小片が出土 したのみである。

図22遺 構配置図
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4.出 土遺 物

調査では出土遺物の殆どが土器、磁器、瓦である。それ らの時期 は若干、平安時代のも

のも見 られるが、殆 どが中世の遺物である。

溝SD-1(図23、24)

57～67は 下層出土である。

図23SD-1下 層出土遺物
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図24SD-1上 層 出土 土器

57～62は 瓦 器 椀 片 で あ る。

57～59は 口縁 部 片 で あ る。57は 復 元 囗径18.Ocmを 測 り、 器 壁 が 厚 く、 端 部 は平 端 に な っ

て い る。 内外 面 共 に細 い ヘ ラ ミガ キ を施 す 。58、59は 復 元 口径 、15.6c皿 、15.1cmを 測 る。

外 面 は指 頭 圧 痕 が残 り、59に は 内面 に細 い ヘ ラ ミガ キ を施 す 。58は 遺 存不 良 の た め 不 明 。

60～62は 底 部 片 で あ る。60は 断面 台 形 の高 台 を持 ち、 内 面 に は格 子 状 の ヘ ラ ミガキ を施

す。61は 高 台 の付 く末 期 の もの で あ り、 内面 に は ラセ ン状 のヘ ラ ミガキ を 施 す 。62は 断 面

三角 形 の 確 り と した高 台 が付 く。

63は 黒 色 土 器A類 椀 底部 片 で あ る。 遺 存 不 良 の た め調 整 等 は不 明 。

64は 須 恵 器 鉢 で あ る。 復 元 口 径24.8c皿 を 測 る。'内外 面 共 に回 転 ナ デ を施 す。

65、66は 白磁 で あ る。65は 小 鉢状 を呈 し、 復 元 口径8.Ocmを 測 る。66は 碗 で あ り、 復 元

高 台 径 約5.6c皿 を測 る。 高 台 部 分 は釉 が か か って お らず 、 内面 に は弱 い沈 線 が一 条 巡 る。

67は 平 瓦 片 で あ る。 厚 さ約2.4cmを 測 る。 凸 面 に は縄 目叩 きが残 り、 凹 面 は糸 切 り後 粗

い ナ デ を施 し、 糸 切 り痕 が 残 る。

68～71は 上 層 出土 で あ る。

68は 須 恵 器 杯 底 部 片 で あ る。 復 元 高 台 径 は7.8cmを 測 る。 内 外 面共 に回 転 ナデ を 施 す 。

高 台 は弱 く、 体 部 の立 ち上 が りは滑 かで あ る。

69は 瓦 器椀 底 部 片 で あ る。 復 元 高 台 径 は4.7cmを 測 り、 高 台 は断 面 方 形 を呈 し、 外 下 方

へ の び る。

70は 黒 色土 器B類 椀 底部 片 で あ る。 復 元 高 台径 は6.4cmを 測 り、 高 台 は や や外 下 方 へ 長

く伸 び る。 高 台 は強 い ナデ が施 され、 底 部 外 面 は ヘ ラ ミガ キ が残 る。

71は 土 師 器 杯 底 部 片 で あ る。 復元 高台 径7.3cmを 測 る。
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柱 穴Pit-1(図25)

72は 土 師器 杯 底 部 片 で あ る。復 元 高 台 径6.3

cmを 測 り、 細 く下 方 へ 伸 び る。 内面 に はヘ ラ

ミガ キを 施 す 。

図25Pit-1出 土 土器

5.ま とめ

今回の謁査は、様々な制約のため充分なものとは云えないが、一応の成果が得 られたも

のと思われる。

遺構 としては、時期が明確に出来たものは中世の溝など少数の遺構のみである。しかし、

今回調査地の北に接 した部分における従前の調査において奈良時代等の遺構が検出されて

おり、柱穴等はこれらの時期にあたる可能性がある。いずれにしても溝SD-1を 除 く遺

構での出土遺物量が少なく、時期にっいて積極的に云 うことは出来ない。

出土遺物にっいては、平安時代か ら中世 にかけての土器、瓦片が出土 している。量的に

は中世のものが多いが、いずれも細片である。

調査全体か らは、包含層が全 く存在 しないことから新 しい時期に大きな削平が行われた

結果、辛 うじてこれ らの遺構が遺存 したものと思われる。
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